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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,45 45,43 -0,02 46,11 -0,68

USD / BRL Spot BRL 2,2577 2,2584 +0,0007 2,2138 +0,0446

USD / JPY Spot JPY 102,61 102,57 -0,04 102,06 +0,51

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 55.903 56.616 +713 54.056 +2.560

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 162,0 158,1 -3,9 145,8 +12,3

Brazil 10yrs Gov. Bond % 12,17 12,02 -0,15 12,01 +0,01

DI Future Oct15（金利先物） % 11,14 11,20 +0,06 11,01 +0,19

3 Months US Dollar Libor % 0,238 0,238 +0,000 0,233 +0,005

CRB Index（国際商品指数） Index 292,5 294,2 +1,7 306,7 -12,5

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

2014年8月5日

8月4日 7月4日

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年8月5日

Indicator Unit 8月1日

昨日のドルレアルスポット相場はブラジル経済や介入への思惑が交錯して動きづらい展開となりました。
朝方は中銀がスワップ介入のロールオーバーを開始することをアナウンスしたため、先週末比レアル高の
２．２４台後半で取引されました。しかし、週次サーベイで今年末の成長率見通しが１０週連続で引き下げ
られたことからレアル買いは続かず、２．２６台前半へレアルは切り返してレアル安となりました。一時的に
２．２６台半ばへレアル安となりましたが、その後は小動きとなり結局２．２５台後半で引けています。

昨日発表された週次サーベイは今年末のインフレ見通しが６．４１％から６．３９％へ引き下げられたものの、
同成長率見通しは０．９０％から０．８６％へ引き下げられ、来年末のインフレ見通しは６．２１％から６．２４％
へ引き上げられました。このパターンでの修正は先週と同じで目先は成長率鈍化と共にインフレ率も低下
すると予想されているのですが、来年のインフレ率は寧ろ上方修正されており根強いインフレが懸念されて
います。中銀は成長が鈍化してもインフレ抑制を優先するために高水準の金利を維持する戦略を取れば
最終的にインフレ目標を達成できるとしていますが、市場は中銀の戦略が機能するのか懐疑的に見ている
ようです。
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